
27慢性透析患者の療養生活向上へのとりくみ

長野中央病院透析室看護婦　山本秀子　高木なつ子　須藤清美

Ⅰ は じめに

当透析室 は維持透析患者 を中心 と した､男

性 63例､女性 24例計 87例 ､平均年齢 6

7.58±10.3(M ean±SD)の施設

である｡

透析治療 においては､食事､水分管理 な ど

患者みづか らのセル フケア-が必要 であ り､

そのためには患者 自身が知識 を持ち､血液検

査 結果 な どの治療 結 果 を受 け入れ て ゆ くこ

とが治療の成功 に欠かせ ない｡ I) 2)

当院では現在､受 け持 ち看護 婦を中心 に患

者 の療 養計 画 を患者 と相 談 しなが ら作成 し

実行で きるよ う援助 してい る｡そ して患者 自

身 の 目でいつで も確認 で きるよ う､療養 計画

用 紙 を作成 し透 析 中は患者 のオーバ ー テー

ブル の上に置かれ たカル テ には さまれ て い

る｡(図 1) また 1ケ月 2回行われている､

血液検査結果につ いては､大 まかな説 明を医

師が､細かな説明の栴充 を看護 婦が行い高齢

の患者 に も見や す い大 き さで プ リン トし渡

してい る｡ (図 2)

しか し業務 の煩雑 さや､患者 の理解力 ､看

護 婦 のカ畳 の差 な ど もあ り必ず しも順調 と

はいえない部分 もある｡そ こで①現在行 われ

ている療養相談の実態 を明 らか にす る｡②患

者 が現在行 って い る検査 と看護 婦か らの検

査 結果 の説 明を ど う うけ止 めているのか明

らかにす る｡

①② を明 らか にす る こ とで今 後の療養相

談 に必要な ものは何か得 ることができた｡ま

たその過程の中で患者側 の療養相談や､検査

結果 にたいす る認識が深 ま り､医療者側 も療

養 相談 を深 めるための きっか けをつ かむ こ

とがで きたので報告す る｡

Ⅱ用語 の操作上の定義

療養相 談 :患者様 がお 困 りのこ と､療養上 の
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血液検査結果用紙(患者様用)
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問題点 な どを中心 に患者様 と共 に話 し合 う｡

療養計画 :療養相談の中か ら導かれた患者様

に とって実現可能な解決方法｡

Ⅲ研究方法

対象 :当院で維持透析 を受 けてい る患者 87

名 中本 人 の意思 で回答 可能 と思 われ る患者

72人

方法 :検査結果 ､及 び療養相談に関す るアン

ケー ト

Ⅳ結果及び考察

① ア ンケー トを配布 した 7 2名 中 6 5

名 (90%) よ り回答 があった｡ その

うち有効回答数は 63名 (97%)で
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図 3

療養計画書に対する認識

知っているA(～)知らない人 (～)

性別 男性 37(59%) 12(】9%)
女性 S(13%) 6(9%)

年令 70才以上 )8(29%) lO(16%)
70才未満 28(44%) 7(11%)

透析歴 1年未満 7(11%) 2(3%)1-6年未済 26(41%) 13(21%)

療養相談に対する認識

思っている人 ーヽ)思っていない人 ttL)

性別 男性 29(46%) 20(32%)
女性 7(11%) 7(11%)

年令 70才以上 13(20%) 15(24%)I
70才未満 23(37%) 12(19%)

透析歴 1年未満 6(9%) 3(5%)I-6年未満 23(37%) 16(25%)

■;P<00t

あった｡

② 療養 計 画 用紙 - の認 識 は毎 回 目に し

てい るはずの物であ りなが ら､ 28%

が知 らない と答 えている｡性別､年齢､

導入 期 間別 に優位 差 はなか った｡ (図

3)

③ 療養 相 談 に関 して は 4 3% が受 けて

いな い と答 えてお り 70歳 以上 の患

者 に優位 さが見 られた｡ また同様 の内

容 で 6年 以上 の長 期 に わ た って 透 析

を受 け られ て い る患者 に優 位 差 が見

られ た｡(図 4)現在では患者 の状 態を

患者 自身 に把 握 して も らい 自分 で判

断す ることが必要 とされてい る｡ しか

し従 来 医者や 看 護 婦 か ら指 導 とい う

形 で療養 生活 上 の注意 点 を受 け てい

た認識 を変 えるこ とは難 しい｡ただで

さえ ｢老人は成人 の延長線上 にい るが

その身体的､精神的機能 は成 人 と異な

るものがあ り､成人 と同一の対応 では

看護 が不十分 で あ る｡｣ とい われ る高

齢者 に とって わ た した ちが 思 うほ ど

簡 単 に認 識 を変 え られ な い こ と をア

る｡ またLY

て し

示は差位倭6
の

ト
上

一
以

ヶ
年

ン
6 忠 者 に関 して は 良 くわか

っているか らと軽視 しが ちだが ｢透析

歴では 5- 10年未満 が 自己管理 ､知

識､理解度が低下 し再指導が必要｣ と

い う報告 もあ る よ うに も う 1度 見直
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よりよい療養生活に対する心がけ

しているA(Iいしていない人 ー●一)

性別 男性 44(70%) 5(8%)
女性 12(19%) 2(3%)

年令 70才以上 26(4】%) 2(3%)
70才未満 29(46%) 6(10%)

透析歴 1年未満 9(14%) o(0%)Ⅰ～6年未満 34(54%) 5(8%)

検査結果に対する興味

興味ある人 (Iも) 興味ない人 【≠)

性別 男性 42(67%) 7(11%)
女性 10(16%) 4(6%)

年令 70才以上 26(41%) 2(3%)
70才未満 29(46%) 6(10%)

透析歴 1年未満 9(14%) 0(0%)1.-6年未満 34(54%) 5(8%)

す 必要が ある｡ そ して 日々の患者 の努

力 を認 めつ つ 丁 寧 に療 養 計 画 を立 て

一 緒 に評 価 す る ことを繰 り返 し行 う

こ とが大切である｡

④ よ り良 い療 養 生 活の 為 に心 が けて い

る こ とは ?との設 問 には 8 9% の 患

者 が ある とこたえ､水 分の とりす ぎに･

注意､生野菜や果物の取 り過 ぎに注意

しているとい う答 えが最 も多 く､除水

量 や カ リウム な ど看 護 婦 の ア ドバ イ

ス を意 識 す る回 答 が 多 く見 られ た｡

(図 5)

⑤ 検 査 結 果 に関 して は結果 を気 に して

い る と答 えた患者 は 83% ､でない と

答 えた 17% と共 に性別､年齢 ､導入

期 間に有意差 はなかった｡(図 6)検査

の説 明を看護 婦か ら受 けてい る､ と答

えた患者 は 84%であ り､説 明はわか

りや す い か との 問 い に 75% の 患者

がわか りやす い と答えてい る｡ 当初分

か りに くい と答 え る患者 が もっ と多

い と予測 していた｡ 当院の患者用検査

結果 用 紙 の項 目は 8項 目で最 低 これ

だ け は知 って い て欲 しい項 目を ピ ッ

クア ップ した ものであ る｡項 目が少 な

い こと､また K､ Pな ど普段食 べてい

る食 品 と直 結 して い るた め わ か りや

すか った と考 える｡ア ンケー トを実施

した 後 の結 果 返 しでは患 者 か ら結 束
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説明を求め られ鋭明や､療養計画 を立

て る姿 をよく見かける｡統計処理 を行

うにい た って な い の で は っ き りとは

い えな い が 当初 の 目的 で あ った きっ

かけにはなった と考 える｡継続す るた

め には 定期 的 な働 きか けが必 要 な の

で 次 回 は透 析 壷 ス タ ッフの意 識調 査

な ども行 ってゆきたい｡

Ⅴま とめ

① 療養相談及び検 査 結果 に関す るア ンケー

ト調査 を行 った｡

② ア ンケー ト回収 率 は 90% でその うち有

効回答率は 97%であった｡

③ 70歳以 上 の高齢 の患者様 及び導入 期 間

が長 い患者 様 は療養 相 談 を受 けて い る とい

う認識がひ くかった｡療養 計画やその評価な

ど繰 り返 し丁寧 に行 うことが必要で ある｡

④ 当院 の患者様 用検 査結 果用紙 は項 目が必

要最小限に とどめ られ､普段食べている食 品

と直結 して考 え られ ることか ら､患者様 にと

ってはわか り易い｡

(9今 回 ア ンケー トを取 る こ とによ り患者 様

の療養相談 に対す る認識 が深 ま り､スタ ッフ

も患者 様 を主体 と した療養 相 談 を発展 させ

る取 り組みがで きた｡
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